
項目 総合

1
授業が分かる・できる生
徒が１００％ 3.8

2
授業に積極的に取り組
んでいる生徒が１００％ 4.0

3
町・地区・県のテストに
おいて平均点以上 3.7

1
挨拶・時間を守る・礼儀
正しく行動ができる生徒
が１００％

4.0

2
思いやりをもって接する
ことができる生徒が１０
０％

4.0

3
積極的に活動に取り組
んでいる生徒が１００％ 3.8

1
心身ともに健康な生活
に気を付けている生徒
が１００％

3.7

2
楽しく運動に取り組んで
いる生徒が１００％ 4.0

3
給食を楽しく食べること
ができる生徒が１００％ 3.7

1
夏祭り等地域の行事や
伝統に関わる生徒が１０
０％

4.0

2
小学生と協力して合同
の行事に取り組める生
徒が１００％

4.0

3
中・中連携にしっかりと
取り組んでいる生徒が１
００％

3.8
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令和７年度　高原町立後川内中学校 学校関係者評価書
４段階評価　〔　１：改善を要する　　２：やや期待を下回る　　３：ほぼ期待通り　　４：期待以上　　〕

本年度の重点目標 評価の視点及び目標 学校自己評価の結果の考察･分析及び改善策等
自己評価 学校関係

者評価 学校関係者評価コメント

確
か
な
学
力
の
育
成

一人一人に目を
向けた少人数指
導の充実

教科によっては、活動が限られる面もあったが、活動を工夫し、個に応じた指導の充実を図り、個別最適な学習に取
り組んだ。発表や話合いなどで共有する時間を設け、理解の深化や学力の定着を図った。また、活動の時間をしっ
かりと確保し、生徒の習熟度を常に確認し、見届けの教育の充実を図った。そのような取組により、授業が、分かる・
できる生徒は１００％であった。

3.8 3.7

分かる授業へ向けて努力していただ
けたものと思います。
しっかり自分の考えで行動及び発言
できていると感じます。

主体的に学ぶ意
識の醸成

授業の中で、活動の時間をしっかりと確保し、一人一人が課題に意欲的に取り組み、発表もしっかりと行っている。
学習発表会を年２回行い、準備段階から非常に良く取り組んだ。また、高難度の課題にも積極的に取り組め、適切
な賞賛やアドバイスを行うこともできた。このような取組により、授業に積極的に取り組んでいる生徒は１００％であっ
た。

学習指導の工夫・
改善と授業力の
向上

校内研修で、個別最適な学習と協働的な学習についての研修を行った。主体的・対話的・深い学びの実践を各教
科で行い、授業の構築を工夫して取り組む事ができた。テストについても平均をこえており、指導と生徒の頑張りが
成果として出ている。

豊
か
な
人
間
関
係
の
育
成

基本的な生活習
慣の確立

日常から明るい挨拶ができており、礼儀正しく行動ができている。また、スクールワイドＰＢＳの取組も生徒自らが率先
して実践し、できたときにほめ、次への意欲へつながるような指導を行うことができた。このような取組により、挨拶・時
間を守る・礼儀正しく行動できる生徒は１００％であった。

3.9 3.7

親しい間柄であればあるほど使わない、
使えない優しい言葉は、心にしみるもの
と思います。「ありがとう」の言葉は、積極
的に使って欲しいと思います。
中学校と保育所が隣ということで、生徒と
園児、職員が挨拶等をよくかわし、会話
もできてとても良い環境で良かった。
２人での学校生活ではありながら、生き
生きとした成長が感じられます。

心の教育の充実

一人一人にあわせた指導を日頃から行った。スクールワイドＰＢＳの取組でも「あったか言葉」をとても積極的に使っ
ている割合が活動後には１００％になるなど温かい人間関係の醸成に努めた。教育相談も全職員で計画的に行い、
スクールカウンセラーによる講話やカウンセリングも計画的に行うことができた。自己肯定感を高める言葉かけを行
い、様々な視点から考えることができるように図書館教育の充実も図った。これにより思いやりをもって接することがで
きる生徒は１００％であった。

生徒会活動の活
性化

小・中学校合同の運動会や持久走大会等の行事や生徒総会や学習発表会など自治的な活動の場を設定し、事前
にしっかりと指導を行い、生徒が主体となって自治的に実行できるように工夫した。それにより生徒会等の活動に積
極的に取り組んでいる生徒は１００％であった。

3.7

生きていくことの基礎となる体力づく
りや食育も実践されていたと思いま
す。
小中合同大運動会では２人でよく考
えたプログラムもあり、素晴らしい活
躍を発揮していました。

運動に親しむ基
盤の育成

生涯スポーツの考え方に基づき、体育の授業や部活動を通して、楽しく運動を行うことができた。また、体力向上プ
ロジェクトの時間を設け、職員も一緒に取組に参加した。これにより、楽しく運動に取り組んでいる生徒は１００％で
あった。

食に関する指導
の充実

弁当の日の取組や給食感謝週間の取組、食育講話等で食に関する指導の充実を図った。日常の給食では、完食
に向けて生徒はうまく調整して取り組んだ。そのため、感謝の気持ちをもって努力することができた。楽しく給食を食
べている生徒は１００％であった。

町一貫教育の充
実

計画的に高原中学校との連携を行い、高校説明会や面接練習などに意欲的に参加することができた。これにより
中・中連携にしっかりと取り組んでいる生徒は１００％であった。

健
や
か
な
体
の
育
成

心身ともに健康な
体づくりの推進

学校保健委員会や保健だより、日常指導等で感染症予防や健康安全面についての指導や啓発を行った。また、メ
ディアとの正しい付き合い方についても参観日で親子で一緒に考えるとともに、メディアコントロールの週間を設け、
啓発を行った。これにより心身ともに健康な生活に気を付けている生徒は１００％であった。

3.8

【
総
評

】

最後の入学生であり、最後の卒業生である２人の生徒をとても良く導いていただけたと感謝しております。閉校式の際の子どもたちの「責任と誇りをもって」過ごしてきたという言葉が胸を打ち、そ
の３年間に思いを馳せ、先生方に感謝いたします。
全体的に２人の中学校生活であったため、本来、集団生活の中で育まれるものが難しい中、生徒自身と先生方の努力によって素晴らしい学校生活、充実ぶりがうかがえる。２人にとって後川内
中学校の３年間はかけがえのないものになったと思う。

特
色
あ
る
教
育
の
推
進

ふるさと教育の推
進

夏祭りの実行委員会に出席し、準備や片付けも積極的に行った。ふるさと学習の一貫として職場体験学習を２回行
い、地域のPRに取り組む事ができた。その取組を子どもの思い発表会や学習発表会で披露した。地域行事や伝統
に関わる生徒は１００％であった。

3.9 3.7

従来の計画を踏襲することの難しさ
はあったと思うが、生徒の意思が尊
重され、特色ある教育の推進は、図
られていたと思います。
夏祭りを通じて、地域貢献し、２人で
たくさんの行事をこなし、大変素晴ら
しい活動をしていたと思います。

併設型一貫教育
の推進

運動会では団長を務め、小学生にも楽しく充実したものになるように工夫して小学生をリードすることができた。ま
た、小学生に思いやりをもって接したり、中学生として、やるべき事を意欲的に行ったりした。これにより協力して合同
の行事に取り組める生徒は１００％であった。


